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【書　評】
長岡文雄著『授業をみがく』（黎明書房, 1990)
本書は
，19歳から72歳まで，53年間にわたって匚授
業」に取り組んでこられた長岡文雄先生の記念塔とも
いうべき名著である
。先生は，その開厂学習者中心」
の教育観に立ち
，匚＜この子＞の『学習法』を，＜こ
の子＞に創造させていくという目標
」に向かって授業
をみがいてこられた
。それが，深い哲学と優れた教材
研究に支えられた厂腰の強い授業
」であり，その成果
としての「追究の鬼
」たちの育ちである。この先生の
熱情が, 320ページに及ぶ大著の随所に満ちあふれて
いる。
ところで
，社会科教育の匚古典」としての「長岡実
践」については，これまで多くの論者によって，様々
な立場から分析
，解釈，意味づけがなされてきた。わ
れわれは
，それらを通して「長岡実践」を理解したつ
もりでいた
。しかし，厂長岡実践」の真髄は，そのよ
うな部分的な論評だけで把握できるものではない
。と
いって
，40数年にわたる実践のすべてをとらえて「長
岡実践
」の全体像に迫ることも不可能である。
幸いにして
，本書には，長岡先生自らの手によって，
厂長岡実践」について，その土台と背景，実践的研究
の歩み
，理念と哲学，児童観，授業観等が，あますと
ころなく記述されている
。その意味では，本書一つだ
けで，長岡先生の教育観の全体像を把握することも可
能である。
本書は
，以下の６章から成り立っている。
第１章　長岡実践への批判に答える
。
第皿章　実践研究の歩み第Ⅲ章　腰の強い授業
第Ⅳ章　追究の鬼一一執拗な追究と人間的深まり
一
第Ｖ章　どの子もよく話し，よく書ける子に
第Ⅵ章　授業研究
第１章は
，有田和正，内海巌，森分孝治，片上宗二，
宮原武夫
，田中史郎，市川博，蜂屋慶，和田修二，岩
浅農也
，池田満，中野光各氏の批判等に対して，先生
かその
一つ一つについてお考えを述べられ，それらに
答えられたものである
。全体で100ページを超え，本
書の約３分の１を占めていることからも
，先生が特に
力を入れられた章といえよう
。その意味で，「長岡実
践」の本質を理解する上で欠かせない内容となってい
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る。
なかでも
，その第１節にあてられた「有田和正氏の
長岡実践研究
」は40ページにも及び，「私との出合い」
から「道義
」まで５項目にわたって具体的に述べられ
ている
。それを通して，今をときめく「追究の鬼」の
有田氏の原点が「長岡実践」にあったことを知ること
もできる。
更には
，この章か’ら，社会科教育をめぐる論争や実
践の歴史を学ぶこともできるのである。
第II章では
，先生の実践の出発とその後の実践的研
究の歩みが
，そして第Ⅲ章では，「腰の強い授業」と
はどういうものであり
，なぜそれが大切かについて述
べておられる
。そのこととかかわって，木下竹次，重
松鷹泰，上田薫，八田昭平，日比裕等，各氏の諸論の
紹介もあり，勉強になる。
では
，「腰の強い授業」とはどういうものか。先生
は,次のようにまとめておられる
。(139ページ）
１　教師一自らの生き方が自主的創造的で，ねばり
強い。児童に対しては，教えないで，自らの学習法
を創造させる。
２　児童一自らの切実な問題を，個性的に納得いく
まで追究し
，仲間と，自らの学習法を創造し合う。
３　教児共々
，人間の生き方を追究する。
第IV章では
，先生の授業によって育った子どもの具
体的事例の紹介と考察が
，第Ｖ章では「腰の強い授業」
要件としての話す力と書き込む力の育て方について
，
そして最終章では
，先生ご自身の授業を取り上げ，そ
の分析を通して「腰の強まるみがき方」を研究してお
られる。
要するに
，本書を通して先生が訴えかけていること
は次の点であろう
。「どんなに世の中が変動していこ
うと
，変わらないものは，『学習者が，自らの位置を
さぐり
，そのおかれた歴史的，空間的場において，広
い視野で情報を刻々にとらえ
，分析的，総合的に考察
して自らの生き方を決定して実行する力』である
。」
それを支援するのが教師の仕事なのである
。
教育実践に携わる者の必読の書として，ここに推薦
するものである。
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